
エネルギー消費量の見える化と住まい方の診断・アドバイスが行える
エネルギー診断システムを提案しました。

住宅のエネルギー消費の見える化および住まい方診断システムの提案

背 景

成 果

期待される効果

・2020年以降の省エネルギー基準義務化への対応とZEH（ゼロエネ住宅）等の一層の省エネルギー化
が必要です。

・確実に省エネルギーを実現するためには、住宅の性能確認と適切な住まい方が重要です。

・道が推進する「きた住まいる」での公開により、
北海道の家庭用エネルギー消費量の削減に貢献
します。

・住宅生産者が、ユーザーへのサポートとして
診断に関わることで信頼感が増し、競争力の
向上が図られます。
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図 エネルギー診断概要●住まい方アドバイス表示例
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その他

給湯

①基本データの入力

③エネルギー消費量の見える化、アドバイスの表示、CO2排出量の表示

②入力データの分析

・建設地
・家族構成
・断熱性能
・住宅設備

毎月の電力消費量
毎月の燃料消費量

暖房

発電

●住宅属性 ●検針票

乖離がある場合は
改善手法の提示


